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n カン ムリワシ；主、石垣島で9ユ両
に生息 している．

0 平成13－15年の 3 シーズンにわ
り）の行政 が捷落された．カタ
われ た．カンムリワシの清★ し
島木 は全て ジュウキュウマツで

○林無 からの軽業は加～210爪で
にのぴろ461．蝕a とな り、周年
期の主事な餌輩 はカタブタ山に
カラ名東側にある着岸林地育 と

件の確認 が乾草されてお り、生息分布 はバンナ島周 辺、屋 良都鳥周辺、埼凍原堰からコー ンを経由 して川部

た り事業東海区域周辺 でカ ンム リワシの行動簡、繁殖状況筒をを裏漉 し、葉舞行動 （求愛、交尾 、竜巣、 産卵
ブタ山周辺ヰ を活劫 中心 とすろつがいの繁殖行軌は平成13年から 3 シー．ズンを通 じて姓枝折に常 められ 、恒
た旬隼動けヘ ビ争 、カエル魚 、カメ類の死体であった＞軸 行数 は繁殖期 （営巣那 の 5 月、 6 月は瀬林地
あった．営巣番所は 2 鼻は 山裾の南南西に向いた斜面 の谷部に位 置 し、枝分か れ した投に架けられ てお り隠蔽
あ った． 3 巣 とも暮 の巣立ちほ穐琵 されず 、官員途中に何らかの原 鰐 （オナハシブ トガラスによる妨 害、台風）
の生構基盤 となろ コアエリアIi．カタフタ山の酉か らタキ山の南西部 まで を含む範囲となった。営巣中心境 もコ
近い牡所 とな り、井貫兼弗 にほ南併 の県養、北側の水田に皇で及 んだ．若鳥に必 要な生息亀囲 としては、鼻 、
如7タ山北側の瀬林塊であ ると繕卸 されろ．

こかけて、於茂登岳南方 のジ ュマール周

・育耗、若鳥 、なわば り）、操飼帯勒 （
常的に繋兼 が行 われてい るとはいえなし
で行われ、12月～ 4 月は牧葦地 や耕作′
性が高か った。他の ユ集拝島掛 こ位狂
で放棄 した と思われた．．カタフタ山

アユ リアに重なってお り、カタフタ山
立ち初年度か ら次の筆希期までば親鳥J

辺†ユ他の生息地城に比

待ち伏せ 、狩孔）、その

、まで も、今後も繁殖 力
弛、水田に多く見られる
していた．
の兼殖ベ アの最大行勤鳥
全囁とタキ山の南側 が含
）行動匪内である営農地

べ生息伊井鼓 が多く集 中的

他 （叫声、移動 、ねぐら入
ミ行 われる可能性 があると息

． 平成15年 に確 認された官

はカタフタ山を中心に東西
まれると椎茸 された．草薙
周辺の僧林地 で、その後ほ

「 ‾ 集束保全配点 予郎麓兼 評価点兼 東境保全港置 事後領査及び環境監鹿
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・塩魚音型の顎菅を便知す る。

・東嶺 材運搬車雨等の葦行監席
iま、カンム りワシの若井長期
における主要な媒錘亀 となっ
てい る県叢新川 白棚 を通 ら
ず、つがいの一大寺子勒宙から

．景簸でも600 m t れた汚点 を選定す る，

・航空株享灯の工事ほ人力作兼
を基本 とすること、並びに、
兼構瀬を葺けてl の巣立ちか
ら次の頼 シーズンが地主る
蔀 （9 ～11月）に終了ナろ．

○空眺 設工事の実施 時

・空港施設工事 3 年次にお いて怠設≠兢の漫南台数が最大 となるが 、蒐工区域 は、カタフタ山の繁林つがい
の営農 中心域や 主要な軒肯か らは釣 1 山麓虔＃汁l′てお り、地形的にタキ山東 く稟高11之m ）やキツヌング
スク （寄席粥．9m ） といった蔑丘地形に遮られ る形 となることか ら、カタフタ山の営巣中心戦か らは、連
設歳兢 の操嶺 してい る状 況は常態的に は日常で きない．

建設嶺扶 の昏俄に伴 う罷音レべ／レは、事棄の計画検討に当た って講 じた頚♯保全部慮 として低鳥音型 の
壌種を使用す ることにより、カ ンム リワシの営巣群 が捷許 された タキ山を予 軸鵜点 とした尊台の要港本体
工事青 森耕の更改作業性曹は営具申心填で長大で6 1．池島、若鳥や移教卓体の一時的な生息亀が6G．5一札 同
年のカ ラ長 の蔑 削工事時に飛び地内争 で長大で66．3dB程度 と予耕 された。

・本草兼のエ手長亜耕 の昏音 レぺノレがカ タフタ山の営巣中心域や主筆な釣手 で61．む岨以下であ るこ とヤ、空
落木体工事区戦から勅 1 血杜れてお り、 タキ山東や キツヌンダスクの痍丘が通 る形 となろた め一定の耕衰
が見込 まれる ことや、営巣中心域や主要な軸 に建紺 我 の壌近 を伴 うものではないことを考慮すると、
カタフタ山のつがいの営巣♯所 の放兼 などにつなが る重大な生息状況の変化ははとん どない もの と予刺 さ
れる。

一升び地軸 とな っているカラ岳東側ヤ、若鳥や移動魚体の一時 的な生拗 薪 となっている海岸林に工事 区
域が蜂近 した券合、一時的 に甘音の彰寺により、 これ らの御 許 や生息♯所の利用状況が変化す ることが
考え られる． しか し、 日本 野鳥の会八重山支部の常套において も、水田や牧草地、湿地等 に面 したこ次林
的な頚境 も利用 しているこ とが示 されていもことや 、カタフタ山周辺壌 の二次1削こも兼建 つがいと仁娼リセ
件の ものと思われ るね ぐら利用が祐拝 されてお り、著▲や移勒 何体 が一時的 に利用 できる二次林は恭存ナ
るこ とから、カンム リワシの生息状況の変化 は′トさいものと予漸 され る。

・軸 材 執 事両等 の苦行牡鹿は事業の計画換討に当た りす じた藻 境保全配点 と して、カ ンム リワシの昨兼
麦類における重責な某所書 となってい る県立新川 白兎集 を通 らず、つがいの最大行動掃か ら最短 でも6∝）

仙l れた緯線 を毒定する こととしてお り、章畿村澤雅章同書の圭子引こより発生する廉音に よる生息粛躾の
変化はほ とん どな く、カ ンムリワシの生息状況の変化はほとん どないものと予外され る．

0 爺空熊書灯 の設定 丁事に伴 う生息状況の蜜化
手斧の計画検割 に当た って許 じた集 束県全巳点 として、航空障害灯のエ事は人力作兼を基本 とナ ること、

並びに、繋薙耕 を避けて熊 の巣立 ちか ら次の集権 シーズンが始 去る前 （9 ～l1月）に終了ナることか ら．
カンム リワ シの生 息 ・繁殖抒勒 の変化 は極めて／トさいと予即される．

◎昏東影響の国連 ・蜘 の浜村
事業の計画検討 に当た り轟 じた

尭境保 全配 慮 を予弛 の前振 として
検討 した鮭果 、事業 案耗 区域岸辺
に及ぼす 環境彰窄 の程度 は凄 めて
小 さい と判断 され ろことか ら、弄
韓影響は、幸美看 に より実行 可能
な範囲内で できる限 り回寒され、
ヌIま低漉 され てお り、書♯の保全
についての莞 点が善玉にな されて
い ると評価 したれ

◎ 国又 は他方 公共団体 による東熊保
全 の基準又 は F ♯ との毛合性 に傍
る評¢
沖几 県が平成 15年1 月に策定 した

沖耗 県桑 簾基本 計画 によると 「事
稟別辞妊配点 指針」 として、 「熊行
阜 の設置又 は変更の手集」にぉい
て、 「貴重な勒簿初 の生息 ・生育帯
境 、摩れ た兼 併地、人 が白糸 とふ
れあ う王 事な書等の一重 な自裁や
文化財等 に彪替を及 ばす立地 は湛
けるょうに努わ るj、 r白浜性 の高
い地境 にあっては 、工 事計芦i、飛
行計画のエ未等に よ り、監音ヤ光
専による芳生生物 への芳書の低辣
に努 める」、 「その他 、当誅事案の
美濃 に当た り、周辺事 典への彰一
について推考 し、嶺 境 への農事 を
最小限に とどわるょ う＋分配点す
る」 と檻 我 されでお り、これ を井
舞保全の基準又 は日書 とする．

手蔓の計画検常に 当た り兼 じた
拝化等の凍 境保 全配止 を斉ず るこ
と等 によ り．主要な葎 に及ばす影
学は、t ′ト取に とどめるよう十分
配点されている と考 えられ ること
か ら、弄境保 全の基準 ヌI士旨嶺 と
の重 合は摩 られてい るものと評価
した．

」

事業 の計画韓 討
に当 た り藷 じた環
境保 全配 慮を予 翻
の前垂 として検 討
した結果 、額 境彰
事の 毛唐 は、棲 め
て／」、さい もの と判
栃され己ことか ら、
早発 保全律 直を諌
ず る必羊ほない も
の と判晰 した．

乗 境保全措置を講 じな

いことか ら糊 査の必
要はないと判新 した．ユ
工亨の実施 中に以下の

蕎境監視 を集集ナる。
0 弟主項 目

t カンム リワシの葉暴行動
及び、媒 軒行勒、若鳥等
のね ぐら行動

0 訂壬地点

・カタフタ山のつがいの繁
希行動及び軸 行動が串
茅出来 る♯所

○訴査糊 等

・工事 の実施中．
一書薄行敢及び経由行我が
最も桝 に見 られる 2 、
3 、 4 月の 3 回

○所産方港
r猛鳥類 の保ずの遭 わ方
く特に†叩シ、クマ柑、才子タ如こ
ついて）」 （青境庁）に準
挺 した方掛 こよる．


